
三郷小学校／原

豊科北中学校／若林

穂高南小学校／飯島

穂高西中学校／櫻井

三郷中学校／中村

豊科南中学校／細田

堀金中学校／小川

豊科南小学校／内田

穂高北小学校／山本

・会報をつくるのにも多くの苦労があります。少しでも読んでみて。

・他校と情報共有でき良い経験になりました。ありがとうございました。

・会報作りを通して貴重な経験を得る事ができました。

・会報作りを通して他校の情報を知ることが出来ました。

・広報委員会のメンバーに恵まれ、皆で力を合わせた会報です。

・［綺麗な空］見上げて君は何時も言う、その心忘れずに

・役員にならなければ他校の活動を知る機会が少ないので貴重な経験をさせていただきました。

・広報を通し他校と交流が出来貴重な経験でした。皆様ご苦労様でした。

・他校の工夫を共有し、つながる喜びを得ました。
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「そらいろのたね」では学校の取り組み等、
記事を募集しております。
お気軽にホームページよりご連絡ください。

　市Ｐ連会員の皆様、日頃より PTA 活動への深いご理解ご
協力賜りまして誠にありがとうございます。
　今でこそマスクも不要になり日常が戻りつつありますが、
コロナ禍におきましては学校運営・PTA 活動において多大
なるご苦労があったことと思います。
そのような状況下でも試行錯誤、創意工夫を凝らして子ど
もたちのためにご尽力いただきましたことを深く感謝申し
上げます。
　令和６年度市Ｐ連スローガンとして『寄り添い　変化か
ら進化』を掲げて参りました。
PTA の本来の意義は、子どもたちのために保護者と学校が
話し合う場であり、その先に教育課題の共有や解決、学び
と交流、地域との関係があります。
　重要なのは、保護者がボランティアとして、子どもたち
のために何をすべきかの視点で「できる人が、できる時に、
できる事を」という事を PTA 活動の原点を考え、持続可能
な PTA になるよう今後も皆さんと共に考えていきたいと思
います。
　組織運営に関しては、その組織の目的や役割を正しく理
解した上で、判断する立場にある者が議論をし、結論を出す。
その積み重ねが、組織をより良い方向へ導くものと考えます。
　引き続き、情報交換、意見交換の場で、建設的な議論が

　令和６年 10 月１日（火）に安曇野市教育委員会との懇談会を安曇
野市役所にて開催し、21 人（市 P 連役員 6 人、単 P 会長 14 人）が
参加しました。安曇野市からは教育長をはじめ、教育部長、学校教育
課長など関係部署のみなさんを合わせて 11人に参加いただきました。
　懇談会は昨年同様に懇談の内容をその後の学校生活や PTA 活動に
生かせるよう時期を早めました。懇談は事前にアンケートで安曇野市
を取り巻く様々な教育課題や、PTA として日頃感じていることや子ど
もたちの健全育成に対し、不安や疑問に思っていること、PTA 活動に
おいて市レベルでなければ実現が難しいと感じたこと、安曇野市教育
委員会に聞いてみたいことなどを集約し、質問書を市教育委員会へ提
出、教育長より回答書を受け取り懇談に入りました。子どもたちの学
校生活、施設、食育、不登校児童、PTA 活動などについて日ごろ感じ
ている疑問や提案など行い、丁寧に答えていただきました。要望につ
いては前向きに検討していただけるとの言葉があり、今後に期待した
いと思います。１時間と限られた時間でしたが、有意義な懇談となり
ました。

なされることを期待しております。
　何に困っているのか、それに対し何ができるのか、多様
な声に寄り添い、共に考え、共に歩む姿勢が大切と感じてき
ました。
　この一年間は、学校 PTA に必要とされる団体になる事を
目標に掲げ、学校 PTA のために、何ができるかを考え、行
動してきました。
「過去から学び」「現在を検証し」「未来を見据えた」活動を
するために教育委員会、市Ｐ連役員会でも議論を進めてま
いりました。
　その思いから安曇野市の PTA 全体で、より多くの保護者
に安心して入ってもらえるような組織へと前進すること を
目指して「課題対策特別委員会」
を設置する事としました。
　今後は、安曇野市 PTA 連合会
課題対策特別委員会の委員長とし
て、引き続き PTA 活動に携わっ
てまいります。
　これまでのご支援に感謝申し上
げます。 ありがとうございました。

会長 小松　公平
令和６年度　安曇野市PTA連合会

教育委員会との懇談会開催


